
新入園・進級から一か月が経ち、新緑がキラキラと眩しい季節になりましたね。新入園の子どもたちも

保育園や保育者のことをその年齢なりに理解し、保育園は「安心できる場所」と少しずつ認識し始めてく

れたように思います。名前を呼んだり声をかけたりすると、ニコニコと可愛い笑顔を見せてくれるように

なり、機嫌よく食事やお昼寝をしています。進級した子どもたちには、1 つ大きくなったことを喜び張り

切っている姿が見られ、その成長ぶりに感心させられます。ホールや園庭では、異年齢の自然な交流が見

られます。幼児さんが小さなお友だちに「かわいいね～」とやさしく声をかける様子は本当に微笑ましく

嬉しい気持ちになります。小さい子を思いやる気持ちや、お兄さんお姉さんに憧れる気持ちも、子どもた

ちの健やかな成長にとって大きな力になっていきます。 

 乳幼児期の「愛着関係」は人の心の土台をつくる上で、とても重要です。大切にされた経験、受け止め

てもらえた経験は、自己肯定感につながり自分を好きになると同時に、人を信頼する心を育てます。 

子どもたちが、家にいる時と同じように安心して自分を主張し表現できる場所になるように 

一人一人の思いに寄り添った保育を行い、保護者の皆様と共に子どもたちの成長を見守って 

いきたいと思っています。何かご心配なことやわからないことがありましたら、いつでも 

お声かけくださいね。 

 今年度は園庭とテラスで野菜や花を育てることにしました。野菜はきりん組の子ども 

たちが選んだキュウリ、オクラ、ラディッシュ、ニンジン、カブ、ホウレンソウです。 

ぱんだ組、ぺんぎん組も好きな花の種を蒔くことになっています。植物の成長を楽しみ 

にすることも子どもたちにとってよい経験になると思います。   園長 櫻田尚美          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えんだより 

キラキラ 5 月 2023 年 5 月 1 日 

社会福祉法人尚徳福祉会 

保土ケ谷保育園 

 

 11 日（木）  

 12 日（金） 英語で遊ぼう 

 13 日（土） クラス懇談会 

       （全クラス） 

 29 日（月） 幼児集会 

 31 日（水） 歯科健診 

 （乳児も朝おやつはありません） 

 ～保育園症候群～ 

はじめて保育園に通いだす 0歳～2 歳児には、鼻水、発熱など

の症状が頻繫に見られます。中耳炎を繰り返したり、ずっと鼻

水が出ていたりという現象は「保育園症候群」と呼ばれている

そうです。同年代の子どもたちの中でうつし合いをしているの

で、ある程度は仕方のないことで、2 歳児過ぎると繰り返さな

くなりますので、ご安心くださいね。 

 ～お願い～ 

これから日が長くなりますが、降園後は園庭で遊ばないようお

願いいたします。夕方の子どもの声、大人の声について近隣か

らの苦情があることから、園全体で配慮していく必要があると

考えております。保護者の方同士でお話ししたいこともあると

は思いますが、その間に子どもたちが思いもしない行動をとっ

てしまい、事故や怪我に繋がることもあります。夕方は職員の

人数が少なくなっているため、そのような時に対応するのが難

しくなりますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 

 


